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もりのにぎわい通信  
 

20１3年 6月２2日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2013年 6月 22日（土）9：00～15：00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 22～26℃ 湿度 65% 風向 西南西 風速 5m 

参加者：21 人：子供 6 人、大人 15 人（小山町･土地改良区 7 人） 

 

■ 活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00 除草作業開始、 

9：45 受付開始､ 

10:00 水タンク蛇口取付､除草作業休憩 

10：30 畑の草取り･堆肥場の補修 

11：30休憩 

12：00昼食 

13：00畑の草取り･堆肥場の補修 

14：30後片付け・次回活動の打ち合わせ 

15：00解散 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 活動報告 

梅雨も本番となり蒸し暑い日が続く今日この頃です。 

前日の雨でため池の水も十分溜まり、５月に植樹した被爆アオギリやシダレヤナギも順調に生育し

ていました。 

地元の方は、9時に集合して草刈の準備を開始。 

６月に入って雑草の伸びがグンと速くなって、特にマツがある南側斜面はクズだらけになっていま

した。今回は参加人数が少なく、南斜面を中心に草刈りを実施。クズは、鎌での手作業となりまし

た。しかしながら５月に土地改良区が購入した歩行型草刈機が威力を発揮していました。 

昨年より雑草の伸びが速くなり、草刈も大変になりましたが、雑草による保水及び下刈りした草が

肥料となり植樹した苗木の成長を促進し、森の復元には好都合のようです。 

 森もりあそび隊は、女性はグリーンカーテンを作る為植えたゴーヤの手入れと畑の草取り、男性は、

堆肥場の補修に取り掛かりました。まず、堆肥場に生えている雑草を丁寧に除去。雑草も堆肥を吸

収し巨大化しており、２～３人汗だくで奮闘。その後、痛んだ杭と横板を交換し、今回購入した電

動ドリルを使い補修。 

森の復元も序々に進んで来たのか､除草作業中に自動草刈機にて２曳のヤマカガシを切断｡10月頃

までは､ヤマカガシには注意した方が良さそうです｡ 

なぜか堆肥場の雑草の中にサワガニがいました｡カメの死骸も見つけました｡ 

次回定例活動と親子サマーキャンプについての打ち合わせを行い、最後に黒豆を蒔いて､活動を終了

しました｡ 
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                                   （記録：星野正人） 

■ 森もりあそび隊  

初夏の草花とたくさんの生き物  

  前日の雨で地面がしめって草花にも雨水がのこっていたせいか、アマガエルをたくさんみつけ

ることができました。こどもたちはカエルが大好きで毎年恒例の虫かごに捕まったたくさんのア

マガエル(^_^;) ・・日陰においてじいっと観察していました。 

バッタなどの幼虫をたくさんみることができたのでアマガエルたちはそれを狙って池の周りの

レンゲ草のあたりにたくさんいた様子。まさに 6 月はかえったばかりの小さいカエルにはちょう

どいい小さめごはんがわんさか。自然の生き物の関係はうまくできているなぁとしみじみ・・ 

シジミチョウがたくさん飛んでいたので虫とり用の網でつかまえて遊ぶ姉妹。数種類のシジミ

チョウがいたと思うのですが、変わった模様のものがいたので家に帰って調べてみると、ウラギ

ンシジミという種類のメスでした。 

グリーンカーテンのまわりではまだ羽のないカマキリの幼虫を見かけ、手にのせるといっちょ

まえにお尻をもちあげ威嚇。幼虫の頃はアブラムシがエサのようです。アブラムシをねらってナ

ナホシテントウもたくさんみられました。トンボは翅の先だけが茶色いノシメトンボ、体が水色

のシオカラトンボを見ることができました。 

初夏の花については池のあたりにはネジバナがたくさん咲いていました。ここまでたくさん

のネジバナをみたのは初めて・・この花はとても不思議でガーデニングで育てようとしてもなか

なかうまく育てられない花で、それだけに神秘的な感じがしました。 

サツマイモ畑の横では育ちに育ったくずの葉の陰でオカトラノオの花も白い花を清楚に咲かせ

ていました。 

 

堆肥場（落葉のプール）の修理 

朽ちた堆肥場の木枠を取り換えるため残っていた堆肥を少しどけるともう時期さなぎになりそ

うな薄茶色のカブトムシの幼虫が数匹でてきました。あと体長 6ｃｍぐらいのサワガニを発見。 

子ども達はおおさわぎ。堆肥場にカニがいるなんてびっくり。片方のはさみが大きくておなか

が三角だったのでオスだとわかりました。かなり大きかったので堆肥場のおいしいもの（ミミズ

や小さな昆虫）をたくさんたべてたのかしら・・ 

堆肥場の木枠もあたらしいものと取り換えられ、今年は久しぶりに落ち葉のプールができるの

ではと・・・楽しみが増えました。 

                   （記録：和田みさ子） 

                                                                                     

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例活動は、7 月 27 日（土）（雨天 7 月 28 日（日））除草作業とデイキャンプ（日帰りキャ

ンプ）を予定しています。午前中は、除草作業が中心の定例活動を行い、午後 3 時頃から日帰りキ

ャンプを行う予定です。内容については、後日お知らせいたします。 

  

  

 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

  

下草刈り            青々と茂った草に覆われる 
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梅雨に入り池の水もたっぷり            ネムノキ、シダレヤナギ 

 

  

畑の草取り              
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歩行型草刈り機             お借りしたタープで休憩 

 

 

 

 

 

  

堆肥場の整備             電動ドリルで板を貼る 
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もう一枚板を貼って完成 

 

 

 

  

大人気のハンモック             揺らし過ぎにご注意あれ！ 

 

アマガエルたち 
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ネジバナ                      ブタナ 

 

  

シモツケ               オカトラノオ 

 

 

サワガニ               ウラギンシジミ 

 


